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一般会計の推移(歳出)

平
成
日
年
度

事
業
会
計
は
、

平
成
什
年
度
の
一
般
会
計
と

6
つ
の
特
別
会
計
、

月
定
例
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
布
億

3
，
6
2
3
万
円
、
歳
出

総
額
川
町
億
8
，

3
4
5
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
叩
年
度
決
算
額
と

比
較
す
る
と
歳
入
が
日
・

6
%、
歳
出
が
は
・

4
%と
ど
ち
ら
も
伸
び
て

お
り
ま
す
。

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
克
て
み
ま
し

ょ
う
。

年度

歳

出

11 

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

5
億

3
，
8
9
7
万
円
の
増
加
と
な
り

10 9 

ま
し
た
。

主
な
も
の
を
前
年
度
と
比
較
す

る
と
衛
生
費
は
、
7
・

2
%
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
簡
易

水
道
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
減

っ
た
た
め
で
す
。

農
林
水
産
業
費
も
前
年
度
に
比

べ
て
、

7
・
8
%
の
減
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
農
業
集
落

排
水
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
及
び

県
単
林
道
開
設
事
業
の
事
業
費
等

が
減
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
増
え
た
も
の
と
し
て
は
、

土
木
費
が
、
お
・

2
%
の
増
加
と
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9 

前
年
度
と
比
較
す
る
と
約
6
億

L
1
9
7
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。村
税
は
、
歳
入
全
体
の
M
・
5
%

を
合
め
て
お
り
、
地
方
交
付
税
以
外

で
は
、
中
心
的
な
財
源
で
す
。
前
年

に
比
べ
て
、
5，
3
8
9
万
円
の
増
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
村
氏
税
及
び

国
定
資
産
税
が
伸
び
た
た
め
で
す
。

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
前
年
に

比
べ
て
、
3
7
7
万
円
、

5
・
4
%

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

繰
入
金
も
、
前
年
に
比
べ
て
、

9
，

3
9
3
万
円
、
幻
・

5
%
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
財
政
調
整
積

立
金
・
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
等
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。

大
幅
に
増
え
た
も
の
は
、
国
庫
支

出
金
で
す
。
前
年
に
比
べ
て
、

m
・

3
%
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、

玉
一
小
大
規
模
改
造
事
業
補
助
金
等

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
特

定
道
路
整
備
事
業
、
緊
急
地
方
道

路
整
備
事
業
等
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

教
育
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
、

1
3
7
・
1
%
と
大
幅
な
増
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
玉
一
小
の

大
規
模
改
造
事
業
等
に
よ
る
も
の

で
す
。

村
民
一
人
当
た
り

約
日
万
円
を
使
う

平
成
ロ
年
3
月
白
日
現
在
の
人

口
は
、
7
，
7
9
9
人
で
、
‘
般

会
計
の
歳
出
総
額
約
悩
億
8
，
3

4

5
万
円
を
割
り
算
し
て
み
る
と
、

住
民
1
人
当
た
り
お
万
円
が
使
わ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
村
民
税
を
同
じ
く
人
口

で
割
っ
た
場
合
、
村
氏
1
人
当
た

り
の
納
め
た
税
金
は
、

9
万

5
，

9
3
3
円
に
な
り
ま
す
。

1億7，978万円
7，947万円
1億1，201万円
1，114万円
1，951万円
30万円

6，580万円
6，612万円
2，47275円
565万円
1，356方円
178万円
223万円

繰越金

使用料・手数料

諸収入

財産収入
分担金・負担金

寄間金

1億7，986万丹
地方消費税交付金

地方譲与税
自動車取得税交付金

利子割交付金
地方特例交付金

交通安全対策特民交付金

特別地方消費税交付金

8，119万円 (1.9%)1嬉437万円 (2.5%)

議会費 8，89575円
商工費 1，536万円
労働費 6万円

予備費 0万円

11意7，32975円(4.0%)

2億2，554万円

2 45億3，623万円歳入合計42億8，345万円歳出合計3 



心反国民健康保険特別会計 〉

歳
入
決
算
額
は
5
億

6
，
0
3
9
万
円
、
歳
出

決
算
額
は
5
億
4
，
8

3
9
万
円
と
な
っ
て
お

り
実
質
収
支
は

l
，
2

0
0
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

医
療
費
は
、
費
用
額

に
お
い
て
前
年
対
比

1
・
2
%
、
保
険
者
負

担
額
に
お
い
て
は
、

1

・
7
%
と
そ
れ
ぞ
れ

微
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
国
保
基
金
を
取
り

崩
す
こ
と
な
く
、
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
う
ち
国
保
税

は、

2
億
l
，

-村特別職の給与など村職員
村職員の給与などは、人事院と県人事委員会の勧告を墓に、また特別職の報酬などは、石川地方特別報酬

等審議会の審議に塁づき、村議会の議決を得て条例により受給されています。この村職員と村特別職の給与

や報酬などのあらましについてお知らせしますd ここに使用している数値は「地方公務員給与実態調査Jなど
を墓にしています。

万
円
で
、
前
年
対
比
0
・
3
%
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
3

億

6
，
3
8
9
万
円
で
前
年
対
比

で
0
・
9
%
の
微
増
で
あ
り
ま
し

た
。
老
人
保
健
拠
出
金
は
1億
円
札

1
5
5
万
円
で
前
年
対
比
お
・

5
%
と
大
幅
な
増
と
な
り
歳
出
の

中
で
も
大
き
な
伸
び
と
な
り
ま
し

た。

n
x
u
n
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(;老人保健特別i会計1日1人当たり給水量は
282.a 

職員の平均給料及び平均年齢の状況

一般行政l慌 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

320，700円 39.2歳 292.200円 56.0歳

給与費の状況

*% 口 与 費

給料 職員手当 期末勤勉手当 計

千円 千円 千円 千円

310.138 54.888 140.325 505.351 

平成12年度当初予算における給与総額は、(普通会計予算の一般職員・技

能労務職員80名)表 1のとおり 5億535万1千円となり、一般行政職の平

均給料月額は表2のとおり320，700円となっています。大学卒と高校卒の
初任給は、表3のとおりです。表4は、職員を経験年数・学歴別にわけ、給

料の月額を表したものです。(経験年数とは卒業後直ちに採用され引き続き

勤務している場合は、採用後の年数をいうものです。なお表2~表4は平成

12年4月 1巴現在です。

学歴別初任給の状況

玉 )11 キナ

区 分 採用 2年経過
決定初任給

司ε1、b口 料 額

大学卒 174，400円 188.900円
一般行政職

高校卒 141.900円 151.800円

歳
入
決
算
額
は
、

6

億

3
，
4
5
8
万

円
で
前
年
度
と
比
べ

て

5
・
9
%
の
減
額

と
な
り
、
歳
出
決
算

額
で
は
、
6
億
3
，

4
5
8
万
円
で
2
・

7
%
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

前
年
度
の
比
率
が

減
少
し
た
の
は
、
高

額
医
療
費
該
当
の
被

保
険
者
が
減
少
し
た

た
め
で
す
。

農業集落排水事業特別会計

歳出 41.窓5，077万円

e:三簡易水道事業特別会計

4 
歳入 4，035万円

地織振興 ι券特別会計

歳出 4，035万円

平
成
日
年
度
は
、
7
6
6
万
円
の
純
利
益
で
、

前
年
対
比
%
・
お
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
益
の
主
体
は
、
営
業
収
益
で
総
収
益
の
印
・

。
%
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま

た

、

1
3m
当

た
り
(
メ
ー
タ
ー

器
使
用
料
を
含
む
)

の
収
入
は
1
8
7

円
沌
銭
で
前
年
度

の
1
8
7
円
日
銭

よ
り
お
銭
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

職員の支給される諸手当も条例により定めら

れており、それ以外の手当てを麦給することは

できません。手当ての主なものは、表5のとお

りです。 (期末・勤勉手当については平成11年

度の受給年額を、その他の手当てについては、

平成12年4月1日受給艶合・3z_給月額を記載し

ています。)特出職・議員の報酬については表

6のとおりです。

職員の経験年齢別・学歴別平均給料月額の状況

主ぷご 経験年数10年以上 経験年数15年以上 経験年数20年以上

15年未満 20年未満 25年未満

大 こ主子主1. 寸Nてー 306.900円 359.200円 359.600円

高 校 卒 237.200円 294.600円 346.400円

給水の状況

・給水戸数
・年間給水量
・18平均給水量

(税抜き)

収入
一般会計補助金 3.421万円

ネ市 {賞 ノ~ 1.734万円

建設改良費 1億6，659万円

企 業債償還金 1，598万円

職員手当の状況

特殊勤務手当
危険・困難な業務に従事する職員に対して支給する手当て。

支給職員の割合18.1% 1人当たり 支給額5.000円 税務職他 4職種

配偶者16，000円、配偶者以外の扶養親族のうち 2人までそれぞれ5.500円(ただし、扶養親族でない配偶者のある職員の扶養親族
扶養手当 のうちl人は6，500円。配偶者のない職員の扶養親族のうちl人は11.000円)その他I人につき2.000円。扶養親族のうち満16成年

度初めから満22歳年度末までの子1人につき5.000円加算。支給職員の割合4RR% 1人当たり支給月額19，300円

月額9.500円を越える家賃を支払っている場合支給。20.500円以下は、 9.500円を控除した額。20，500円を越える場合は、 20.500

住居手当 円を控除した額の2分の 1(その額が16，000円を越えるときは16，000円)に11.000円を加算した額を支給。自宅は(所有に係る住
宅に住し世帯主の場合)3，500円支給。支給職員の割合44.3% 1人当たり支給月額8，500円

交通機関利用者は51.000円まで全額支給。越えた場合は、その2分のlの額に51.000円を加えた額。
通勤手当 交通用具使用者は通勤距離に応じ2.000円から32.400円まで26段階。

支結職員の割合67.7% 1人当たり支給月額4，500円

時間外手当 正規の時間を超えて勤務した際に支給される手当。支給職員の割合64.7% 1人当たり支給月額26，400円

期末勤勉手当 I期末手当 6月期 1.45月分 12月期 1.75月分 3月期 0.55月升勤勉手当 6月期 0.6月分 12月期 0.6月分

I人当たり支給年額期末手当 1，303，200円勤勉手当417，900円

奥

223，000円

0.55月分

5義

239，000円

副議長

!羽月3 

長

304，000円

1.75月分

議

568，000円

教育長

期月12 

収入役

568，000円

1.45月分

役

607，000円

期

s
z
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平成12年10月

ω才
以
上
の
長
寿
ぬ
名

広報たまかわ

玉
川
村
の
卯
歳
以
上
(
平
成
ロ

年
9
月
日
日
現
在
)
の
お
年
寄
り

は
お
名
で
す
。

昨
年
の
卯
歳
以
上
の
長
寿
者
は

位
名
で
じ
た
の
で
、
今
年
は
昨
年

よ
り
3
名
減
と
な
り
ま
し
た
。

男
女
別
の
内
訳
は
、
男
性
が
9

名
、
女
性
が
ぬ
名
と
女
性
の
数
が

大
き
く
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

村
で
は
、

ω歳
以
上
の
長
寿
を

お
祝
い
し
て
、

9
月
8
日
と
日
日
の

2
日
間
に
渡
た
り
各
家
庭
を
回
り
、

直
接
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

村
内
一
は
大
越
サ
タ
さ
ん
(
削

歳
日
南
須
釜
字
花
見
堂
河

口、

村
か
ら
記
念
品
贈
呈

大
越
利
男
さ
ん
の
祖
母
)
で
す
。

サ
タ
さ
ん
は
今
年
6
月
に

m歳
の

誕
生
日
を
向
か
え
益
々
元
気
に
日

常
を
過
ご
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

二
番
目
は
、
車
田
カ
ネ
さ
ん

(
mw

歳
H

小
高
字
池
ノ
入
弘
、
車

田
昭
五
さ
ん
の
母
)
で
す
。
カ
ネ

さ
ん
は
今
年
9
月
辺
日
に
満
則
歳

と
な
り
ま
し
た
。
カ
ネ
さ
ん
の
長

生
き
の
秘
訣
は
、
気
を
も
ま
な
い

の
と
、
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

な
お
、
白
歳
以
上
mm
歳
ま
で
の

方
々
は
、
小
林
フ
ミ
さ
ん
(
何

歳
H

竜
崎
字
椛
屋
日
|
2
、
小
林

村ケ
内

百四FJ733

9 民

体
，'， 
同

森
男
さ
ん
の
母
)
、
小
針
イ
シ
さ

ん
(
%
歳
日
川
辺
字
和
尚
平
1

7

7、

小
針
石
男
さ
ん
の
母
)
、
白

旗
キ
ミ
さ
ん
(
M
m

歳
日
川
辺
字
和

尚
平
2
2
0
、
白
旗
保
雄
さ
ん
の

祖
母
)
、
榊
枝
ス
ヱ
さ
ん
(
貯
歳
川

南
須
釜
字
青
井
沢
2
0
2
、
榊
枝

雅
さ
ん
の
祖
母
)
の

4
名
の
方
が

お
ら
れ
ま
す
。

ス 貞夫
ヱ

94 96 97 101 100 96 95 94 

!II !II 竜

崎 高

93 93 93 94 93 93 93 

立時主

称サヒ
語
制緩刀、3Y 塩田キク

マツエ
91 91 92 92 92 92 92 91 91 

!II 竜 立句主

φ 

90 90 90 90 91 90 90 

i]iiJi !II )11 
モ寺法ヨ

t 罰官、

北須釜 屋山
生 辺 辺 生 宅，.，三司o 局

敬

老
A
Q

玄

長
寿
を
祝
う

館
…で

平
成
ロ
年
度
の
敬
老
会
は
、

9
月
日
日
の
敬
老
の
日
に
村
民
体
育

館
で
行
わ
れ
、
満
乃
歳
以
上
の
お
年
寄
り

6
3
9
名
の
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。
村
内
各
所
か
ら
、
村
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
パ
ス
で
、
出
迎
え

を
受
け
た
招
待
者
は
、
敬
老
会
に
臨
ん
だ
あ
と
村
内
の
各
婦
人
会
麦
部

の
皆
さ
ん
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
踊
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
日
頃
会

え
な
い
知
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

mw
歳
等
に

特
別
記
念
品
贈
呈

敬
老
会
は
、
午
前
叩
時
開
会
し
、

車
田
村
長
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
満
∞
∞
歳
に
な
ら
れ
た

弘
名
の
方
々
に
、
特
別
記
念
品
が

村
長
か
ら
手
渡
さ
れ
、
ま
た
満
別

歳
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
ロ
組
の

方
々
に
も
村
長
か
ら
お
祝
い
と
し

て、

「夫
婦
鹿
布
団
」
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
大
野
雅
人
県
議
会
議
員
と
西
川

村
議
会
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
後
、

高
齢
者
代
表

の
野
口
庄
一
さ
ん
(
北
須
釜
)
が

敬
老
会
終
了
後
に
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
踊

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

婦
人
会
主
催
に
よ
る
踊
り
は
、

石
井
佳
子
さ
ん
(
小
高
)
と
草
野
ミ

サ
子
さ
ん

(山
小
屋
)
が
司
会
を
担

当
し
て
、
各
婦
人
会
支
部
か
ら
踊

り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
婦
人
会
の
踊
り
が
始
ま

る
と
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
舞

台
に
近
づ
い
て
、

H

お
ひ
ね
り
H

が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
上
野
ア
サ
さ
ん
(
竜
崎
)

や
大
木
ト
ミ
ヨ
さ
ん
(
中
)
た
ち
は
、

飛
び
入
り
で
歌
や
踊
り
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。

「
長
寿
を
お
祝
い
し
て
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
人
生
経

験
を
生
か
し
て
、
社
会
に
貢
献
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

女
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス

I
位
(
関

根
友
理
恵
・
異
野
日
韓
(
須
釜
中
一)、

3
位
大
作
歩
・
角
田
聡
美
(
泉
中
)
、

石
森
聖
子

・
寺
島
真
由
美
(
須
釜
中
)

・
剣
道
男
予
団
体
人一、
2
位
J

ゃ泉
町今
中

川

I
l
i

女
子
団
体
'
-
位
川
泉
t
J

中

男
子
個
人
3
位
小
針
匠
{
泉
中
)

女
子
個
人
1
位
藤
田
淳
子
(
泉
中
)

一

h3
位
J

曲
山
;
恵
(
泉
中
)

・
柔
道
男
子

η
均
級

3
位

矢

吹
敏
幸
{
泉
沖
〕
・
溝
井
給
与史
(
森
中
)

女
子
団
体

2
伎

白
水
一ァゾ
中

ι

臼
均
級
2
位
三J
西
牧
佑
加
(
泉
中
)

h
f3
位
L

一小
針
良
恵
ふ
泉
川中
)

I
M仰
い
時
級

l
位
2
4
H

一佐
藤
愛
子
(
束
中
)
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力

ネ

さ

ん

車

回

小
高
字
池
ノ
入
弘
車
田
昭

五
さ
ん
(
均
歳
)
の
母
車
田
カ
ネ

さ
ん
が
9
月
幻
日
に
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
、
自
宅
で
百
歳
賀

寿
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

補
島
県
か
ら
は
県
中
社
会
福

祉
事
務
所
の
川
島
一
雄
所
長
が

出
席
し
て
カ
ネ
さ
ん
に
佐
藤
栄

佐
久
知
事
か
ら
の
賀
寿
と
銀

杯
、
知
事
直
筆
の
お
祝
い
の
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
村
か
ら

は
、
車
問
村
長
が
賀
寿
と
特
別

祝
金
を
、
そ
の
ほ
か
に
、
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
、
地
元
小
高
老

人
ク
ラ
ブ
会
長
、
小
高
区
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

曾
孫
の
車
田
三
枝
子
さ
ん
か
ら

カ
ネ
さ
ん
に
花
束

賀
寿
贈
呈
式
に
は
、
カ
ネ
さ

ん
の
子
供
、
孫
、
曾
孫
か
ら
玄

孫
ま
で
集
ま
り
、
カ
ネ
さ
ん
の

百
歳
の
誕
生
日
を
祝
い
ま
し

た。
曾
孫
の
車
田
三
枝
子
さ
ん
が

家
族
を
代
表
し
て
花
束
を
贈
り

ま
し
た
。

カ
ネ
さ
ん
は
、
贈
呈
式
に
出

席
し
た
関
係
者
を
前
に
自
慢
の

喉
を
披
露
し
、
皆
さ
ん
か
ら
拍

手
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
家
族
を
代
表
し
て
、

カ
ネ
さ
ん
の
次
男
車
問
昭
五
さ

ん
が
御
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。

第

黄
金
色
の
田
園
の
申
を
走
る

福
島
空
港
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
印
月
1
巴
福
畠
空
港
公
園
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ

i
ル
に
、

2
協
か
ら
印
刷
ま
で
の
内
部
門
で
行
わ
れ
、
県

内
外
の
予
供
か
ら
大
人
ま
で
約
1
千
1
2
7
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し

秋
空
の
下
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
招
待
選
手
の
深
尾
翼
美

さ
ん
が
叩
畑
一
般
の
部
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

最
高
齢
者
は
、
白
河
市
の

渡
部
さ
ん
と
小
林
さ
ん

大
会
は
、
午
前
9
時
か
ら
同
公

園
に
お
い
て
、
開
会
式
が
行
わ
れ

大
会
会
長
の
車
問
次
夫
会
長
が
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
西
川
村
議
会
議
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
あ
と
、
招
待
選
手
の

深
尾
真
美
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
選
手
を
代
表
し
て
選
手

宣
誓
は
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
チ

1
ム

の
曲
山
和
樹
君
(
泉
中
)
、
佐
久
間

優
子
さ
ん
(
須
釜
中
)
の
二
人
が
行

い
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
昨
年
と
同
じ
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
、
今
大
会
の
最
高
齢

者
(
幻
歳
)
は
白
河
市
の
渡
部
義
朝

さ
ん
と
小
林
良
吉
さ
ん
の
一
一
人
で
、

5
凶
を
完
走
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女

子
で
は
、
昨
年
も
最
高
齢
者
で
参

加
し
た
、
い
わ
き
市
の
鈴
木
シ
ズ

エ
さ
ん
(
叩
歳
)
が
今
年
も
参
加
し

ま
し
た
。

竜
崎
の
小
林
さ
ん

家
族
で
完
走

小
林
正
与
さ
ん
(
竜
崎
)
の
家
族

6
名
は
、
各
部
門
に
参
加
し
全
員

完
走
し
ま
し
た
。

同
大
会
の
参
加
は
、
「
子
供
た

ち
が
走
る
の
な
ら
家
族
で
走
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ヶ
月
前
か

車
岡
カ
ネ
さ
ん
の

デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

出

生

明
治
犯
年
9
月
幻
日

れ。石
川
郡
泉
村
大
字
岩
法
寺
字
竹

ノ
内
1
0
7
番
地
に
て
父
須
釜

嘉
三
郎
氏
・
母
ヒ
サ
と
の
間
に

生
ま
れ
ま
し
た
。

健

康

の

状

態

年
相
応
の
視
力
で
、
少
し
大

き
め
の
声
で
話
せ
ば
開
こ
え
、

会
話
は
普
通
で
、
少
し
足
腰
に

衰
え
が
あ
る
も
の
の
、
日
常
生

活
に
は
影
響
は
無
く
、
き
わ
め

て
健
康
で
あ
り
ま
す
。

経

歴

明
治

ω年
4
月
に
小
高
尋
常

小
学
校
竜
崎
分
校
に
入
学
し
2

年
間
位
通
学
し
以
後
、
農
業
や

家
事
手
伝
い
に
従
事
、
大
正
9

年
ロ
月
に
車
問
繁
蔵
氏
と
婚

ら
練
習
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

「
し
か
し
大
会
は
、
練
明
日
と
は
ち

が
う
な
」
と
小
林
さ
ん
の
一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

大
会
の
裏
方
と
し
て
、
競
技
ス

タ
ッ
フ
な
ど
に
3
7
3
名
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
ま
し
た
。

給
水
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
係
員
が

選
手
に
声
援
を
送
り
、
完
走
し
た

選
手
に
は
、
「
ょ
っ
ば
の
会
」
で
温

か
い
豚
汁
を
振
舞
い
好
評
で
し
た
。

各
部
門
別
優
勝
者
(
総
合
)

第
1
部
・
太
田
正
寿
・
さ
つ
き

(
穂
積
小
)

第
2
部
・
横
松
優

(
矢
板
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
)

第
3
部
・
近
藤
彩
乃
(
浅
川
小
)

第
4
部
・
山
河
一
生

(
須
賀
川
第
一
一
小
)

8 

嫡。

7
人
の
子
供
(
男

4
人、

女
3
人
)
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

趣

昧

土
J
R

入
浴
が
好
き
で
毎
日
入
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
薬
草
を
毎
日
欠
か
さ

ず
飲
み
、
特
に
ど
く
だ
み
や
ト

ウ
ヤ
ク
を
煎
じ
て
飲
ん
で
い
ま

す
。
以
前
は
自
分
で
薬
草
を
採

取
し
て
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

女子

物

何
で
も
好
き
で
す
が
特
に
甘

い
も
の
が
好
き
で
、
も
ち
も
好

物
で
す
。フ帽

レ

ビ

時
代
劇
で
水
戸
黄
門
や
暴
れ

ん
坊
将
軍
な
ど
を
見
る
。
相
撲

も
好
き
で
す
。

長
生
き
の
秘
訣

気
を
も
ま
な
い
こ
と
。
く
よ

く
よ
し
な
い
こ
と
。
薬
草
を
煎

じ
て
お
茶
代
わ
り
に
飲
む
こ
と
。

第
5
部
・
自
石
美
紀
子
(
五
箇
小
)

第
6
部
・
松
本
幸
(
一
一
本
松
第
三
中
)

第
7
部
・
橋
本
理
(
船
引
高
校
)

第
8
部
・
佐
々
木
美
恵
子

(
小
針
両
国
堂
(
株
)
)

第
9
部
・
田
村
一
平

(
ふ
く
し
ま
駅
怯
須
賀
川
チ
i
ム
)

第
叩
部
・
尾
崎
ま
ゆ
み

(
学
法
石
川
高
校
)

第
日
部
・
篠
崎
和
雄
(
一
般
)

第
ロ
部
・
山
根
富
夫
(
コ
ベ
ル
コ
走

遊
会
)

第
日
部
・
村
田
泰
ニ
(
常
陽
銀
行
)

第
弘
部
・
鈴
木
興
志
(
白
河
旭
高
校
)

第
日
部
・
加
藤
和
久
(
住
友
ゴ
ム
)

第
防
部
・
沼
尾
成
一
一
一
(
宇
都
宮
R
・C
)

各
部
門
別
優
勝
者

(
村
民
の
部
)

第
1
部
・
小
針
周
吉
・
静
(
中
)

第
2
部
・
車
出
圭
爵
(
小
高
)

第
3
部
・
一
ニ
輪
葉
月
(
小
高
)

第
4
部
・
添
田
雄
剛
(
小
高
)

第
5
部
・
塩
沢
千
穂
(
岩
法
寺
)

第
6
部
・
星
英
美
(
南
須
釜
)

第
7
部
・
緑
川
聡
美
(
王
一
小
職
員
)

第
9
部
・
曲
山
和
樹
(
蒜
生
)

第
mw
部
・
塩
田
亜
由
美
(
四
辻
新
田
)

第
日
部
・
清
水
紳
一
朗
(
泉
中
職
員
)

第
ロ
部
・
矢
吹
政
克
(
川
辺
)

第
日
部
・
近
内
正
雄
(
吉
)

第
日
部
・
小
針
正
光
(
北
須
釜
)
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に
、
約
加
曲
の
電
子
オ
ル
ガ
ン
演
奏

を
行
い
、
曲
が
終
わ
る
た
び
に
、
温

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し字産
た奉品
。仕の

回展
も示
ノ¥

ザ即
l売
販や
売玉
を川
行村
い赤
ま十

平成12年10月

福
島
空
港

一空
の
日
開
催

東
京
玉
川
会

一大
島
彰
コ
ン
サ
苛
ト

一三八
M

M

r

t

d

'

山
一弘、〆円

東
京
玉
川
会
(
大
木
吉
孝
会
長
)
で

は
、
未
来
の
玉
川
村
を
担
う
中
学
生

の
皆
さ
ん
の
、
心
身
共
に
健
全
な
成

長
を
願
い
、
文
化
活
動
の
支
援
と
し

て
、
大
島
彰
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
、

こ
の
度
泉
中
学
校
体
育
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、

泉

・
須
釜
両
中

学
校
の
生
徒
や
保
護
者
の
方
々
を
前

・ 0ミピさr;@Jス.
IN 
記号f}jDむ

広報たまかわ

福
島
空
港
で
は
恒
例
の
「
空
の

日
」
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
悪
天
候

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
消

防
車
両
等
の
見
学
や
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
救
助
訓
練
実
演
展
示
・

麻
薬
犬
訓
練
展
示
等
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
観
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

」/」
O

ま
た
、
村
商
工
会
に
よ
る
地
元

小
d

吉
岡
江
平
地
区

刊誌遺
跡
の
γ

現
地
説

福
島
県
教
育
委
員
会
は
、
あ
ぶ
く

ま
高
原
道
路
建
設
に
関
わ
る
埋
蔵
文

化
財
の
保
護
に
努
め
、
平
成
9
年
度

か
ら
予
定
地
内
で
現
状
保
存
の
困
難

な
遺
跡
に
つ
い
て
、
発
掘
調
査
を
委

託
し
、
昨
年
度
か
ら
調
査
を
進
め
て

き
た
江
平
遺
跡
の
現
地
説
明
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

現
地
説
明
会
に
は
、
村
内
外
か
ら

約
3
0
0
名
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
し

た
。説
明
会
は
、

3
班
に
分
か
れ
説
明

さ
れ
、
内
容
は
、
江
平
遺
跡
は
旧
石

器
時
代

1
中
世
に
わ
た
る
遺
跡
で
、

泉中・ JRC委員

福祉協議会に車いす鱈呈
泉中掌校の青少年赤十守JRC専門委員会(代表 鈴木あゆ
みさん)20名は、2年前に身体障害者の方々を向中学校にあ
る空港資料館を男せたのがきっかけで、ベルマークを集め玉

川村社会福祉協議会に車いすを贈ることを決めました。

その後、同専門委員会では、全校~徒にべjしマークの収集を
呼び掛けベルマークの点数6万点が集まり、ベルマーク協会
から車いすが居き、この度玉川村社会福祉協議会へ贈呈しま

した。

6
2
 

明

多
く
の
貴
重
な
発
見
が
あ
り
、
特
に

奈
良
・
平
安
時
代
に
か
け
て
は
当
地

域
の
中
心
的
な
集
落
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
湿
地
に
つ
く
ら
れ
た
縄
文

時
代
の
貯
蔵
穴
は
、
福
島
県
で
は
初

め
て
の
発
見
で
、
古
墳
時
代
の
住
居

域
と
古
墳
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
墓
域

が
、
明
瞭
な
分
布
の
違
い
を
も
っ
て

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、
発
見
さ
れ
た
木
簡
「続
日

本
記
」に
記
載
さ
れ
た
天
平
日
年
の

読
経
を
、
全
国
で
初
め
て
考
古
学
的

に
証
明
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

鼓笛隊パレードで

交通安全を醇び掛け
秋の交通安全運動期間中の交通安全啓発活動として須

釜小学校では、全校生徒199名による鼓笛隊パレードが
行われました。パレードは、学校から奥平交差点を通り

大野商屈まで行われ、演奏は、集落に大きくとだまして

交通安全を強く呼び掛けました。

また、須釜小掌校四辻分校が同日に、玉川第一小掌枝

は268に主主笛隊パレードが行われました。

田
義
三
さ
ん
が
指
導
し
、
そ
ば
打
ち

で
は
、

昔
そ
ば
の
会
や
愛
好
会
の
み

な
さ
ん
が
指
導
し
て
大
好
評
で
し
た
。

第

5
回
ふ
る
さ
と
い
し
か
わ
2
0
0
0

事
フ
ェ
ス
タ
玉
川
開
催

ふ
る
さ
と
い
し
か
わ
夢
フ
ェ
ス
タ

は
、
会
場
が
石
川
郡
の
町
村
輪
番
制

で
開
催
さ
れ
、
今
年
は
玉
川
村
が
会

場
と
な
り
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
玉
川
と
こ

ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

会
場
は
、
歌
や
踊
り
な
ど
多
彩
な
催

し
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
観
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統
の
技
を
学
ぼ

う
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
竹
細
工
で
、
猪

原
只
光
さ
ん
と
関
根
米
一一
さ
ん
、
わ

ら
細
工
は
、
小
林
隆
次
さ
ん
と
小
山

国際協力事業団が募集した高校

宝工ッセイコンテスト2000で、
矢吹めぐみさん(尚志高)の作昆が

入葺いたしました。

コンテストは、国諜協力への理

解促進等を関る狙いで、県内から

675点、全国で13，726点の作昂
がよせられた申から選ばれました。

矢吹さん(岩法寺}が入賞秋
真
っ
盛
り

四
辻
分
校
児
童
稲
刈
り

5
月
に
植
え
た
も
ち
米
の
苗
も

黄
金
色
に
な
り
、
稲
穂
を
下
げ
た

稲
を
刈
り
ま
し
た
。

稲
刈
り
は
、
大
和
田
宏
さ
ん
の

指
導
の
も
と
に
行
わ
れ
、
児
童
の
お

ば
あ
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
応
援
も

あ
り
約
2
時
間
で
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
も
ち
米
は
、

学
習
発
表
会
な

ど
で
食
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
精
工
(
株
)
か
ら
一一一三

図
書
券
が
贈
呈

東
京
精
工
株
式
会
社
(柏
木
典
雄
社

長
)
か
ら
図
書
券

m万
円
分
が
村
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
口
図
書
券
は
、
柏
木
社

長
が
村
長
室
を
訪
れ
て
車
田
村
長
に
贈

り
ま
し
た
。

同
社
で
は
、

平
成
2
年
の
社
創
立
加
周

年
の
際
に
村
内
の
小
中
学
校
に「
東
京

精
工
文
庫
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

以
来
、
同
社
で
は
毎
年
会
社
の
創
立
記

念
日
に
図
書
券
の
寄
付
を
村
に
し
て
い

ま
す
。
村
で
は
、
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
各
学

校
の
図
書
の
充
実
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

初検査された銘柄は、早稲の「ひとめぼれJで8戸の農家
から460俵が泉基幹麦庖に集荷されました。今年の米の作
況指数は娼天に恵まれたために104の「やや良Jでした。
これからは、早場米が集荷され、「コシヒカリjが集荷する

10月上旬から申旬がピークになり玉川産米の総集荷量は、

約 1万俵が集荷される予定です。

平成12年産

玉川l産米が初検査

平成12年10月広報たまかわ

A
E
E
E
E
 

4
B
E
E
 



0." 
第 14目玉川村長杯
コルフコンペを開催

二種混合予陪接種・・..........・・・2震釜小

午後1時~
3歳児健診

午後18寺~
機能部練・.• 

午前10時~

保

}保

団rAffJ1rAの健康ごよみ
田10月

25日(水)

27臼(金)

31臼(火)

~福富空港玉川鑓康マラソン大会にて~

11月9日(木)(119喬の日)から11月15日(水)まで、
f火をつけたあなたの重任最後までjをλ口一ガンに秋季
全雷火災予防運劃が行われます。 11丹から寒冷期と芯り、
火を使う機会が多くなる時期ですので、火の光、火の取

り扱いには十分ご注意下さい。

また、令年は県内で住宅火災による焼死者が多く発生

しています。特に犠牲者の大半が高齢者、幼児となって

います。もう一度普段の火の取り扱いにつし1て確認して

ください。

Iもしもj、[あの時j、[こうすればjと嘆く前仁、まず
自分でできる火災予防にの掛けてください。

火の用心アつのポイント

秋季全国火災予防運動
丹精込めて作ったfお米jは
計画流通米ヘ出荷しましょう

家のまわりに燃えやすい物を罷かない。

寝たばこやたばこの投げ措てをしない。

天ぷらを揚げるときは、その携を離れない。

風の強いときは、たき火をしない。

ミ子どもには、マッチゃうイターで遊ばせない。

電気器具は、正しく使い、たこ足配線はしない。

ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

1
2
3
4
5
6
7
 

「お米jは、私たち日本人の主食であり、最も大切なものです。

食糧法は、農家の皆さんが生産された「お米jを消費者の方々へ、

安定的にお届けする制度です。

そのための第一歩は、農家の皆さんが笠産された[お米Jを計画
流通米(自主流通米・政府米)として農協又は取扱業者(農林水産大

臣に登録した取扱業者)に出荷していただくことです。

農協叉は取扱業者と出荷契約した数量は
全量出荷しましょう

-競技方法

費

-表彰式

・注意事蹟

-会

風疹予防接種・・・・..........・・・・・・・・・須

午後12時45分~
二種混合予随接穫・・.. • • . • . . • . • . .)11辺小

午後18寺30分~
すくすくつうブ・..........• 

午前10時~
風疹予随接種

午後1時~
機能訓練・....................・・・・・保

午前10時~
3~4力月間鍵診・..........・・・・・・・・公

午後1時30分~

.11月

1巴(水)

2日(木)

采ア日(火)

9巴(木)

14日(火)

158C水)

須:須釜公民館公:公立岩瀬病院

: {呆健センター

事前に稲作経営安定対策に出入された生産者が、自主流通米と

して出荷し、(お米jの価格が下脅した場合は、コースによってそ

の下落分の8割または9器が構填されますので、安むして出荷し
て頂けると思われます。

芯お、農家の皆さんが計画出荷以外へ販売する場合は、「計画舛

流通米jとして、事前に届出を行うこととしております。

「お米jの出荷及び罰出等に関するお間合わせは、福患食糧事務

所郡山支所(岱02ι937-3980FAX024-937-3984)へ

-南領釜の小j反政徳さんから

・南須釜の層谷敬ーさんから

・:lt頚釜の榊枝龍男さんから
・山小屋の石森チヨノさんから

寄付ありがとうござ守います
下記の方々から妊会信託ifli謝資金とLて寄f.fをいただ主まLた。
厚〈抑礼申L上げます。 記 (1'1在会福世路議会j

e小高のl/fBJH[{liさんから

(B~波賀寿を記念L てj

e詰崎の石井法舘さんから

'班fJ釜の大野liI二男さんから

ーJII辺の矢部文八さんから
ーJII辺の鈴木和浩さんから
ー/11辺の熊田和也さんから
・中の鈴木孝ーさんから

11月11日(土)から17己(金)までは「税を知る遁鶴jで
す。

国や地方公共団体は、私たち巴民が豊かで安定した暮

らしができるように、いろいろな活動を行っています。

例えば、私たちの男のまわりを見ても、社会詣祉の充実、

住宅や道路の整備、教荷の振興など、その活動は傭広い

分野にわたっています。税金は、そのための大切な賠源

です。

税務署では、ごの期間中、広く国民の皆さんに税の意

義や役割について理解していただけるよう、座談会の開

催、納税作田の表彰式、租税教室など各種の行事を自い

ます。この機会に、あなたも税盆の仕組みゃ使いみちに

ついて者えてみませんか。

国税だより

税を知る週間

建物伺宅地を売却します
須第川市大写滑川亨北町地内の宅地及び建物を一般競争入札に

より売却します。

入札参加受付期臨・…・・平成12年11月6日(月)'"" 11月178(金)
間合わせ先……郡山地方広域市E村闇組合 宿024-924-2541

土地

|お誕生おめでとうございます|
(9月届出分)

保護者名

il詩
正英

茂明

i聖司
章

手口 ク」

修也

文彦

勝二

今戟夫

名
ら
い
衣
日
間
中
旬
開
十
一
位
李
也
ゃ
也
き
椅
か
香
ゃ
也

戸
，
て
め
芽
幸
い
愛
川
端
M

朋
主
れ
綾
川
賢

一
U

円

安

本

積

井

竹

田

野

村

吹

出

口

我

坂

穂

溝

大

倉

上

古

矢

地区

) 1I ;i互

)11 主」

)11 ill 
)11 ;i立

小高

岩法寺

竜崎

竜 lli奇

南須釜

北須釜

3，753人(-3) 

1，815戸(-1 ) 

3，866人(+1 ) 

7，619人(-2)

村のようす
(12年10月18現在)

凪

盟

結

畠

v
-
A

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
|
|
|
村
公
民
館

石川警察署からのお知らせ

お
詫
び
と
訂
正

農家のみなさんへ、米の収種もピークを迎えているご

とと患います。

収穫した米が、盗難に遷わないように管理は十分にお

願いします。

9
月
号
掲
載
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
名
前
等
が
誤
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
お
詫
び
の
上
訂
正
致

し
ま
す
。

相楽隼人くん
(高須釜)

父-良一

ん
/
¥
 
太
mw
豊

誠
忠崎
り
父

守
市
J

邸
主

(9月届出分)

地区 死亡者氏名 世構主名

川l辺熊田シヅ 和也
川辺 鈴木トモヨ 築吾
川辺 鈴木喜代吉 和浩
中 鈴木ヨシ 孝一
竜 111奇石井イネ 清徳

商須釜 大野好高 好高
寵須釜 小原トヨ 政徳

南鎮釜 闘谷多敬雄 敬
北須釜 桝1枝ミヨ子 徳男

山小屋 石森常政 幸次郎

広報への掲載を希望されない場合1;:1:.窓口への届け出の際に
お取し出ください。

今
月
の
納
税

固

定

資

産

税

富
民
健
康
保
険
税

国
民
年
童
保
険
料

第

2
期

分

第

4
期

分

ω月
保
険
料

【
納
期
限
は
叩
月
お
自
(
水
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

さ
る
な
し
俳
句
会
九
月
詠
草イニ

一
時
期
を
流
行
り
し
も
の
の
養
豚
業
今
は
空
き
家
に
蜘
妹
の
巣
の
網

小

針

守

次

、
初
夏
を
鳴
く
占
う
ぐ
い
す
の
甘
い
声
撫
で
て
吹
き
来
る
風
薫
る
な
リ

小
針
み
ね
子

ハ
ン
ド
ル
を
援
リ
訪
ね
る
友
の
家
関
、
ざ
す
雨
戸
に
霧
一
雨
け
ぷ
る

小

針

愛

子

風
荒
ぶ
吹
浦
の
浜
に
下
リ
ゆ
け
ば
波
華
の
葬
う
羅
漢
の
岩
に

吉

田

英

祐

知
恵
を
出
し
組
み
立
て
る
夢
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
児
童
の
頬
も
紅
潮
の
色

川

田

吟

点

金
唄
の
卑
援
に
揺
る
る
贋
乳
房

湯
上
り
の
一
点
体
清
し
き
秩
の
風

由

言己

玉川村長杯ゴルフコンペは、次の要領で自われます。

参加を希望される方は、 10母28日までに村公民館にお申

し込みください。

・期 日平成12年11月88C水)

・集合時間 午前7時30分(スタート午前8時)

・場 所福島石川力ントリークラブ

東・中・西コース同時スタート

18ホール-λ ト口ークプレー
スjレザーグリーンオール6インチ

新ペリア方式

3，000円(プレー費、売屈などは各自清算願

います)

マーヴエラス来志

スタ…ト時間30分までに受付を済ませるよ

う軍めにご来場ください。

は
し
ゃ
ぐ
児
の
眼
ひ
か
り
て
金
明
く
る

華

児
の
踊
り
見
ま
ね
手
ぷ
リ
の
金
の
月
真

逝
く
人
の
ぬ
残
せ
る
我
徽
一
雨

ピ
カ
チ
ュ
ウ
も
踊
リ
櫓
も
輝
け
つ

生日

4ニ

美

美

ヰ支

12 11月19日(日)に第12ロf/5¥くしま駅伝Jが行われます。村毘のみなさんの声援をお願いします空き缶やゴミの段げ捨てはやめましょう13 



私
宮古却の
白鮪ふ

る
さ
と

玉川村役場岱(0247)57 -3101編集/総務課印刷/(有)円谷印刷(毎月15日発行)

関
東
三
十
六
不
動
霊
場
の
第
十
番
札
所

「
田
無
山
総
持
寺
」

今月のお題は

「おいしいシューマイを作りましょうJ

発行/福島県石川郡玉川村大字小高宇中11殴9

ジリーズ⑩

今日の食卓

ー
東
京
都
田
無
市
|

縫

明
希
ウ
す
さ
ん
(
商
須
釜
)

西
武
新
宿
か
ら
西
武
線
で

約
ぬ
分
の
回
無
市
が
、
私
の

生
ま
れ
育
っ
た
懐
か
し
い
故

郷
で
す
。

回
無
の
地
名
は
小
学
校
に
入
学
し
た

当
時
、
祖
父
か
ら
「
田
ん
ぼ
が
無
い
か

ら
回
無
と
一言
、
つ
ん
だ
よ
」
と
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
江
戸
時
代
は
、
回
無
宿
と
呼

ば
れ
青
梅
街
道
唯
一
の
宿
場
町
で
栄
え

た
処
で
、
私
の
幼
い
頃
は
沢
山
の
商
庖

と
畑
作
農
家
が
殆
ど
で
し
た
。

養
蚕
と
麦
作
で
下
校
中
に
は
、
機
を

織
る
音
も
聞
こ
え
よ
く
道
草
を
し
た
も

の
で
し
た
。

昭
和
5
年
街
の
商
庖
街
に
大
火
が

あ
り
街
の
様
子
も

一
変
し
ま
し
た
。

又
先
の
戦
争
で
は
駅
付
近
に
1
ト
ン

爆
弾
が
数
発
落
ち
大
勢
の
犠
牲
者
が

出
ま
し
た
。

戦
前
は
、
森
も
川
も
緑
も
一
杯
あ

り
ま
し
た
が
、
高
度
成
長
の
波
に
農

家
は
た
っ
た

一
軒
の
み
、
皆
宅
地
と

な
り
学
校
・
工
場
各
施
設
も
増
し
、

人
口
も
7
万
5
千
人
と
膨
ら
ん
で
来

ま
し
た
。
近
く
隣
の
保
谷
市
と
合
併

し
回
無
と
い
う
地
名
も
西
東
京
市
と

改
名
さ
れ
ま
す
。
2
0
0
0
年
ミ
レ

ニ
ア
ム
に
故
郷
田
無
が
西
東
京
市
に

生
ま
れ
変
わ
る
と
き
、
喜
び
と
共
に

一
抹
の
淋
し
さ
を
覚
え
る
昨
今
で

す。
郷
の
弥
栄
を
祈
り
乍
ら
・
.. 

一作り方一

①工ビ~笥わたをとり荒みじんに切る。

玉ねぎ~みじんに切り・片栗粉をまぶす

②ひき肉に①を加え、Aを入れねばりが出るまでよくまぜ30等

分に丸める。

③シューマイの皮はせん切りにし固にひろげ②のだんご、をこ

ろがし皮をつけ軽くにぎり丸める。

④蒸し器につッキングシートを敷き③を並べ12~13分蒸し、

でき上がり。酢醤油、辛菩をつけて食べる。

スキムミルク 50g 

さとう 大さじ3/4

オイスターソース大さじ3/4

しよう油大さじ 3/4 
巳本酒 大さじ 11/2 

塩 小さじ 3/4 

しょうが汁大さじ 1/2 

こしょう 少々

舎月は、福艶県中地区食生活改善推進連絡協議会石川支部

研修会で{骨粗意症予防料理jとして紹介された「だんごシュ

ーマイjをアレンジしたー昂を紹介します。

牛乳200me1本とスキムミルク18gに富まれる力ルシウ
ム量は、同じ量で200mg~まれています。牛乳の脂肪分をカ

ットし粉末にしたものがスキムミルクでエネルギー量は、牛

乳の半分で65kcalです。

是非お料理に活用してみてください。

A 

f簡単シューマイ』
一材料(6人分)←

・豚ひき肉 450g 

・むき工ビ 150g 

E・玉ねぎ 1個
・片栗粉大さじ41/2 
・シューマイの度 2袋

・酢じよう油¥招みでつけ
・力ラシ /て食べる。

都;
心に残る我がふるさと

『故郷は心の宝物J

東京都三鷹市

吉田和与さん

(小高出身・高原博司さんの娘)

玉
川
村
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
毎

月
広
報
た
ま
か
わ
が
届
き
、
楽
し
く

読
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

福
島
空
港
が
出
来
、
あ
ぶ
く
ま
高

原
道
路
が
東
北
自
動
車
道
と
鹿
結
さ

れ
ま
す
と
、
私
た
ち
が
帰
省
す
る
時

便
利
に
な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
村
を

離
れ
て
お
年
に
な
り
ま
す
が
、
今
で

も
中
学
校
の
帰
り
校
庭
の
前
に
あ
る

山
に
登
り
、
友
達
と
座
り
、
春
は
菜

の
花
、
れ
ん
げ
畑
、
秋
は
黄
金
色
の

稲
穂
と
、
夕
陽
に
赤
と
ん
ぼ
が
空
一

面
飛
ん
で
い
る
の
を
見
な
が
ら
時
の

過
ぎ
る
の
を
忘
れ
話
し
込
ん
で
い
た

あ
の
長
閑
な
風
景
が
今
で
も
私
の
脳

裏
に
焼
き
つ
い
て
お
り
ま
す
。

私
は
年
2
、
3
回
帰
省
し
、
心
身

共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
度
村
の
様
子
が
変
わ
り
随

分
使
利
に
な
っ
た
事
が
実
感
で
す

が
、
水
郡
線
は

2
両
編
成
で
昔
の
ま

ま
、
通
学
に
お
世
話
に
な
っ
た
ロ
ー

カ
ル
線
は
都
会
の
焦
り
が
無
く
計
り

知
れ
な
い
懐
か
し
さ
が
漂
っ
て
き
ま

す
。私

も
地
元
の
会
社
に
勤
め
て
凶
年

余
に
な
り
ま
す
が
、
思
一
休
み
等
話
が

は
ず
む
の
は
故
郷
の
想
い
出
、
四
季

折
々
の
行
事
、
野
山
の
様
子
等
、
私

は
村
に
福
島
空
港
が
出
来
た
こ
と
も

少
し

P
R
す
る
と
、
都
会
育
ち
の
人

た
ち
に
、
故
郷
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
羨
ま
し
が
ら
れ
ま
す
。

私
は
こ
ん
な
玉
川
村
、
故
郷
は
心

の
宝
物
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
玉
川
村
の
益
々
の
ご

発
展
と
繁
栄
を
期
待
し
て
お
り
ま

す。
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